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天候不順、肥料・労働等の投入要素市場問題、 インフラの未整備、 情報不足等、 様々な問題に直面 。こうしたなかでもマラウイでは、特に融資制度の未整備にる資金不足が深刻な問題になっている。そこで以下では、具体的に、メイズ生産 タバコ生産、酪農の三点を取り上げ農家の経営を紹介し、そのなか 資金不足という問題についても言及する。●マラウイの農業
　マラウイは東南部アフリカに位置する内
陸国である。同国の経済は農 に大きく依存しており、人口の八六％が 村に居住しているほど 家計調査 （参考文献①）によれば、農家の九六％が主食のメイズを生産し おり、農家はその他 、落花生や野菜、バーレー種タバコ（以下、タバコ）
等の生産を行っている。
　マラウイでは一九九四年に、主に農家に
対し融資を行っていた政府系金融機関が破綻した。その後、新たに農家を対象とした金融機関が設立されたものの、融資の規模は大幅に縮小されている。金融機関から融資を受けられた農家の割合は、二〇〇一年、二〇〇四年ともに二％のみと その割合は非常に低い。また、親戚や金貸し、ＮＧＯ等といったインフォーマル金融から融資を受けた世帯も四％のみであり、大部分の農家はどこからも融 ていない（参考文献②） 。●メイズ生産
　近年、マラウイのメイズの総生産量は低
迷している。その一因としては、依然としてメイズの在来種の採用率が高く、ハ ブリッド種の採用率が低いため、単位面積あたりの収量が低迷していることが挙げられる。ハイブリッド種は在来種に比べ単収は高いものの、種子を毎年購入す 必要 ある。一方、在来種は単収は低いもの 、種子は自家採取できるため、種子の購入費用
はかからない。
　ハイブリッド種の採用率の低迷を憂慮し
た政府 、一九九八年から二〇〇四年にかけ、ハイブリッド種の種子と化学肥料を貧困農家に対し無料で配布する「スターターパック・プログラム」を実施した。これは政府が、 「比較的貧しい農家 多くが在来種を採用しているのは、ハイブリッド種の単収の高さを知らないためであり、ハイブリッド 一度使えば その単収の高さを実感し、以後、農家自 がを購入して使用するようにな であろうと考えたためである。
　しかし、このプログラムの終了後、ハイ





収益性の高い作物であ タバコ生産で得られる一エーカーあたり 農業所得は メイズ（ハイブリッド種）の七倍 落花生の八倍にもあたる。しかし、これほどまでに収益性が高いにもかかわらず、マラウイでタバコ生産を行ってい 農家は全国の一〇％程にすぎな 。なぜ、多くの世帯はタバコを生産しないのだろうか。
　その理由の一つに、農業経営費の高さが
ある。 生産に要する一エーカーあたりの農業経営費は、メイズ（ハイブリッド種）の三倍、落花生の一八倍と非常 高く、農家の平均年間総所得の約五〇％ 相当する。したがって この高額な農業経営費を賄える世帯しか、タバコを生産することができない
　マラウイでは金融機関から融資を受けら






























査の分析から明らかになったこと」 （ 『アフリカレポート』第四七号、アジア経済研究所、二〇〇八年） 。
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